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平成 22 年度上期（平成 22 年 4 月から平成 22 年 9 月まで）に、東京地方裁判所において、競売

の開札日が到来した物件の分析を行った。開札期日到来物件数なので、地裁の発表する競売申立
受理件数とは異なる。 

なお、周辺３地方裁判所（横浜地方裁判所・さいたま地方裁判所・千葉地方裁判所）の状況を
参考数値として併記した。 
         ※H17 年度は東京地方裁判所のデータ未収集のため長期推移のグラフでは破線表示している 

         ※本文では、東京地方裁判所→「東京」、横浜地方裁判所→「横浜」、さいたま地方裁判所→「さいたま」、

千葉地方裁判所→「千葉」と表示 
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☆まとめ 

 
○開札状況 
  ・開札件数は、東京・横浜は 2 期連続減少、さいたま・千葉は今期減少に転じる等全域

で減少。 
  ・H20 年頃から急増し競売件数も一段落した模様。今後は中小企業円滑化法の影響によ

り当面減少が予想される。 
      
○ 落札状況 

・ 落札件数率は、いずれの地裁も最高率となった（H20/上期以降）。特に東京は 94％。 
・ 応札者総数は,減少した地裁もあるが、１件平均応札者数は横這いないし上昇してお

り、中古物件に対する需要（人気）はまだまだ続いている。特に「マンション」へ

の集中が顕著。 
・ この結果、落札価額倍率は、「マンション」の上昇が顕著。 

 
 
 
 
 
 
 

 


